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ハワイの日系人社会における日本語の諸相 
 
酒井 幸 
 
アメリカ合衆国ハワイ州には，多くの日系人がいる。明治期に移民として日本からハワ
イへ渡ったのがその始まりである。現在も生きている 2 世および 3 世には，親から受け継
いだり，日本語学校で勉強した日本語を保持している人が，多くはないがいる。しかし，
彼らの用いている日本語については，その日本語がどのようなものであるか，言語学的な
記述が行われていないのが現状である。 
以上のことをふまえたうえで，修士論文ではハワイの日系人社会において，話されてい
る日本語を「ハワイの日本語」とし，筆者が作成したコーパスをもとに，その特色につい
て取り上げてきた。なお，対象とした日系人は，排日移民法が実施される前にハワイへ移
民として渡った日本人（日系 1 世）の子孫である日系 2 世および 3 世である。彼らは戦前
日本語を習い，家庭でも使用していたが，戦争で日本語の使用が禁じられ，英語のみの生
活となった。現在でも日常生活では英語を用いており，日本語を話す機会はほとんどない。
日本人と会話するなどの特別な機会にしか用いない日本語がどのようなものであるのかを
調査した。 
まず，序章では，「ハワイの日本語」の定義を述べ，続いて 2004 年にアメリカ合衆国ハ
ワイ州オアフ島で行った調査の概要と，調査時に収録した音声データを文字化したコーパ
スの作成の概要を述べた。 
続いて第 1 章では，ハワイにいる日系人の歴史的な背景について述べた。ここではまず，
多言語社会となっている現在のハワイの言語状況について，日本語の状況を中心に概略を
述べ，続いて移民当時の日系人の状況，つまり移民の出身地はどこが多かったか，ハワイ
へ移民として渡った後どの地域に住んでいたかなど，移民の人数や地理的な背景をまとめ
た。最後に，日系人は世代ごとに異なる言語環境におかれていたので，世代ごと（1 世と 2
世・3 世）にわけて，それぞれの言語使用を当時のハワイにおける日本語学校の様子とと
もに概観した。 
第 2 章では，ハワイの日本語について書かれた先行研究をまとめた。ハワイの日本語に
関する研究は，社会言語学的には多面的になされているが，言語学的には 1970 年代を中心
にわずかな研究しかなされていない。ここでは言語学的に扱われた研究を網羅的にまとめ
た。そのうえで，ハワイの日本語が 1970 年代と現在とでは異なっているということを指摘
した。 
続く第 3 章から第 6 章が修士論文の中心となっている。 
第 3 章ではハワイの日本語に現れた諸言語の要素を一覧した。一覧を示すことにより，
ハワイの日本語が，日本語諸方言や英語，さらに他の言語に影響を受けて成立しているこ
とを明らかにした。また，それらの影響のもと成立しているということがハワイの日本語
の特徴であるということを述べた。 
まず，日本語諸方言要素では，コーパス中に現れた日本語共通語以外の方言の要素をす 
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べて取り出し，一覧にした。移民としてハワイへ渡った 1 世は，日本のそれぞれの地域で
用いていた方言をハワイへ渡った後も用いていた。1 世の会話は様々な方言が混じったも
ので行われていたと言い，2 世が子供の頃は友達同士で方言を覚えあったという話もある。
方言要素の使用には個人差がみられたが，2 世，3 世に受け継がれやすい，定着しやすい方
言の要素と，そうでないものがあることが一覧にしたことで明らかになった。また，年齢
が高い協力者ほど方言の要素が残っていることも明らかになった。 
次にコーパス中に現れた英語要素（語彙及び句）がどのようなものであったかをまとめ
た。調査は，基本的に日本語で行い，英語は使わないようにしてもらうようあらかじめお
願いしてあったが，全員が何らかの形で英語要素を使用した。現れた英語要素はどのよう
なものであったかをまとめてある。語彙的要素では，あいづち，数詞（年号，年齢，期間），
親族名称などに英語の使用が目立った。最後にコーパスに現れたハワイ語の要素について
まとめ，日本語共通語とは異なる言語からの影響を受けていることがハワイの日本語の特
徴であると述べた。 
第 4 章ではハワイの日本語について，文法的側面から記述した。おもに人称代名詞，指
示詞，可能表現，受身表現について扱った。 
まず，人称代名詞では自称代名詞を中心に，先行研究の黒川（1975, 1976）を取り上げ，
1970 年代のハワイの日本語における自称代名詞と本論文のコーパスである 2004 年のデー
タ，および酒井（2003）で扱った 1990 年代のデータの比較を用例数も示して行った。さら
に本コーパスに現れた自称代名詞についてどのようなものがあったか用例を提示した。2
世および 3 世はおもに「ワタシ」を用いており，「ワシ」を使用する 1 世とは異なる自称代
名詞を使用していることが明らかになった。 
指示詞については，コーパスにおけるデータの分析，および日本人を対象としたアンケ
ートも行って以下の点を明らかにした。①指示詞の体系は共通語とほぼ同じであるが，場
所をあらわす指示代名詞には，共通語の体系にはないアコがみられる。②ア系列の指示詞
の使用頻度が高く，ソ系列の指示詞は使用頻度が極めて少ない。③ソ系列の指示詞，ア系
列の指示詞の両方に言語的な先行詞に依存して指示対象が決まる用法がある（頻度はア系
列の指示詞の方が高い）。なお，共通語においてこの用法はソ系列のみの用法である。④ア
系列には，共通語と同様の話し手が直接的な知識として持っている対象を直接指し示す用
法があるが，ソ系列にはない。⑤（③，④より）ハワイの日本語におけるア系列とソ系列
の指示詞は，ア系列の指示詞の担う用法の範囲が広く，ソ系列独自の使用範囲はない。 
可能表現では，ハワイの日本語では五段動詞においても可能動詞より動詞語幹＋助動詞
-(r)areru の形を用いることが多いことを明らかにした。そのうえでこの動詞語幹＋助動詞
-(r)areru について考えられる 3 つの可能性を指摘した。また，国外に残存する日本語では
デキルの汎用が目立つとの研究があるが，ハワイの日本語ではデキルの汎用はほとんど現
れなかった。一方で，デキルの汎用についてはシンガポール英語の “can” の例を挙げ，
接触言語に共通する現象ではないかということを指摘した。 
受身表現では，まず，ハワイの日本語における受身形の例（共通語と同じ語形）を提示
した。その後ハワイの日本語において受身表現の使用が少ない（全体で 2 例のみ）ことに 
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ついて考察を行い，ハワイの日本語では共通語で受身文が用いられている箇所において能
動文が用いられていることを明らかにした。さらに，久野（1978）の「視点」という点か
ら分析を行い，受身文ではなく能動文を用いるのは英語の体系に影響を受けている可能性
があることを指摘した。 
最後にその他の文法特徴として，アスペクトではトル形式，ヨル系式，テイル形式，テ
オル形式の 4 形式がみられること，ワ行五段活用動詞と形容詞にウ音便が現われることに
ついて用例を提示して記述した。 
第 5 章はハワイの日本語の特色となる語彙について扱った。コーパスに現れた日本語諸
方言の語彙，英語の語彙について記述した。ハワイの日本語には，英語やハワイ語の影響，
また明治期に移民として渡った親から伝わったことばの影響で，共通語および日本語の諸
方言にはみられない語彙がある。他の言語に既存の語彙でもハワイの日本語では独自の意
味をもつものもある。ある 1 人のみが用いている個人的な語彙もあったが，今後調査を行
っていく際に今回の協力者以外の発話から聞かれる可能性もあるので切り捨てずにまとめ
た。 
第 6 章では英語とのコードスイッチングについて扱った。日本語での調査を依頼し，英
語を使わないように心がけている中でのコードスイッチングなので数は少なかったが，会
話中英語とのコードスイッチングがみられた。英語が現れるというのもハワイの日本語の
特色であるとし，コーパス中にみられたコードスイッチングについて記述した。まず，節
のコードスイッチングについて扱い，次に文単位でのコードスイッチングについて扱った。
節では，コードスイッチングにより現れた英語の節のうち，“I think”が全体の 50％を占め
ていたことを明らかにした。 
 
以上が修士論文で述べてきたことである。ハワイの日本語について文法，語彙の点から
できる限り網羅的に記述を行った。協力者の年齢が高いほど日本語の方言要素の使用が多
く，年齢が低いほど英語要素の使用が多いということも明らかになった。これにはハワイ
の日本語の現状として，1 世の日本語の影響力が弱まり，英語の影響が強まっていること
が顕著に表れている。本論文で扱った項目については，データの不足や調査の困難さから
生じる多くの課題が残されている。また，今回は扱わなかったが，音声面についても共通
語話者とは異なる点が多くあり，精密なデータを収録し，調査すべき点が多くある。本論
文で扱った以外の文法項目についても研究の余地がある。 
ただし，協力者の年齢層が高いことや，2 世，3 世でも日本語を話せる人が少ないとい
う点を取ってみてもハワイの日本語は今後衰退の一途をたどるのは目に見えており，早急
な調査，記録が必要となっている。 
ハワイの日本語を研究することにより，日本語や日本の方言研究の新たな視野が広がる
ことにつながることを望む。また，今後ほかの地域にいる日系移民の日本語の調査や海外
に残存する日本語の調査が進むことによって，さらに広がりのある研究に発展することに
も期待したい。 
